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(57)【要約】
【課題】画像解析により、高精度かつ有効な判別結果を
得る視線判別処理の実行構成を実現する
【解決手段】画像中の顔領域、目鼻口を検出し、目鼻口
の検出された顔画像の視線判別処理を実行する。視線判
別処理は、（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジテ
ィブ状態、（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガ
ティブ状態、上記（ａ），（ｂ）のいずれであるかを、
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納
した視線判別辞書を利用して行う。具体的には、画像の
画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉ
ｘＤｉｆアルゴリズムを適用する。本構成によれば、視
線がカメラ方向を向いているかいないかの２つの状態判
別という明確な区分による視線判別であり、判別処理の
精度が高く、また判別結果の利用価値も高い構成が実現
される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに含まれる顔領域を検出する顔検出部と、
　前記顔検出部の検出した顔領域から顔構成部位を検出する顔構成部位検出部と、
　前記顔構成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の視線判別処理を実行す
る視線判別部を有し、
　前記視線判別部は、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行する構成であることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記顔構成部位検出部は、
　前記顔検出部の検出した顔領域から目鼻口を検出する構成であり、
　前記視線判別部は、
　目鼻口の検出された顔画像データの視線判別処理を実行する構成であることを特徴とす
る請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記視線判別部は、
　画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアル
ゴリズムを利用した処理によって視線判別処理を実行する構成であることを特徴とする請
求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記情報処理装置は、
　前記顔構成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の回転処理、サイズ正規
化処理、顔領域切り出し処理を実行する画像処理部を有し、
　前記視線判別部は、
　前記画像処理部における処理画像を入力して視線判別処理を実行する構成であることを
特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記顔検出部は、
　画像データに含まれる顔領域検出処理を、様々な顔領域画像情報を格納した顔検出辞書
を参照して、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘ
Ｄｉｆアルゴリズムを利用して実行する構成であることを特徴とする請求項１に記載の情
報処理装置。
【請求項６】
　前記顔構成部位検出部は、
　前記顔検出部の検出した顔領域からの顔構成部位検出処理を、様々な顔構成部位画像情
報を格納した顔構成部位検出辞書を参照して、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較
照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して実行する構成であること
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記情報処理装置は、
　音声認識処理を実行する音声認識部を有し、
　前記視線判別部における視線判別結果と、前記音声認識部における音声認識結果を統合
して、発話者の解析を実行する構成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装
置。
【請求項８】
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　前記情報処理装置は撮像装置であり、
　前記視線判別部における視線判別結果を入力して撮像装置のシャッター制御を実行する
シャッター制御部を有し、
　前記シャッター制御部は、
　撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガテ
ィブ状態の顔画像が含まれる場合に、シャッター操作を不可とする制御を行う構成である
ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記情報処理装置は、さらに、
　前記視線判別部において判別された複数の画像フレームに対応する視線判別結果を入力
して、画像データの選別処理を行うフレーム選別部を有し、
　前記フレーム選別部は、
　ポジティブ状態とネガティブ状態の各状態情報を適用して画像フレームの選別を行う構
成であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記情報処理装置は撮像装置であり、
　前記視線判別部における視線判別結果を入力して警告出力を実行する警告出力部を有し
、
　前記警告出力部は、
　撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガテ
ィブ状態の顔画像が含まれる場合に、警告出力を行う構成であることを特徴とする請求項
１に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記情報処理装置は、
　前記視線判別部の視線判別結果をデータ検索処理に適用して、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれかの画像を選択抽出する検索処理を実行する構成
を有することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記情報処理装置は、
　画像データの視線判別処理結果を記憶部に格納する画像データの対応情報として記憶部
に格納する処理を行う構成を有することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　情報処理装置において実行する情報処理方法であり、
　顔検出部が、画像データに含まれる顔領域を検出する顔検出ステップと、
　顔構成部位検出部が、前記顔検出ステップにおいて検出した顔領域から顔構成部位を検
出する顔構成部位検出ステップと、
　視線判別部が、前記顔構成部位検出ステップにおいて顔構成部位の検出された顔画像の
視線判別処理を実行する視線判別ステップを有し、
　前記視線判別ステップは、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行するステップであることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１４】
　前記顔構成部位検出ステップは、
　前記顔検出ステップにおいて検出された顔領域から目鼻口を検出するステップであり、
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　前記視線判別ステップは、
　目鼻口の検出された顔画像データの視線判別処理を実行するステップであることを特徴
とする請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１５】
　前記視線判別ステップは、
　画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアル
ゴリズムを利用した処理によって視線判別処理を実行するステップであることを特徴とす
る請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１６】
　前記情報処理方法は、さらに、
　画像処理部が、前記顔構成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の回転処
理、サイズ正規化処理、顔領域切り出し処理を実行する画像処理ステップを有し、
　前記視線判別ステップは、
　前記画像処理ステップにおいて処理された画像を入力して視線判別処理を実行するステ
ップであることを特徴とする請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１７】
　前記顔検出ステップは、
　画像データに含まれる顔領域検出処理を、様々な顔領域画像情報を格納した顔検出辞書
を参照して、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘ
Ｄｉｆアルゴリズムを利用して実行するステップであることを特徴とする請求項１３に記
載の情報処理方法。
【請求項１８】
　前記顔構成部位検出ステップは、
　前記顔検出ステップにおいて検出された顔領域からの顔構成部位検出処理を、様々な顔
構成部位画像情報を格納した顔構成部位検出辞書を参照して、画像の特定位置の画素ペア
の差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して実行する
ステップであることを特徴とする請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項１９】
　前記情報処理方法は、さらに、
　音声認識部が、音声認識処理を実行する音声認識ステップと、
　データ処理部が、視線判別結果と、前記音声認識部における音声認識結果を統合して、
発話者の解析を実行するステップを有することを特徴とする請求項１３に記載の情報処理
方法。
【請求項２０】
　前記情報処理装置は撮像装置であり、
　前記情報処理方法は、さらに、
　シャッター制御部が、前記視線判別ステップにおける視線判別結果を入力して撮像装置
のシャッター制御を実行するシャッター制御ステップを有し、
　前記シャッター制御ステップは、
　撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガテ
ィブ状態の顔画像が含まれる場合に、シャッター操作を不可とする制御を行うステップで
あることを特徴とする請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項２１】
　前記情報処理方法は、さらに、
　フレーム選別部が、前記視線判別ステップにおいて判別された複数の画像フレームに対
応する視線判別結果を入力して、画像データの選別処理を行うフレーム選別ステップを有
し、
　前記フレーム選別ステップは、
　ポジティブ状態とネガティブ状態の各状態情報を適用して画像フレームの選別を行うス
テップであることを特徴とする請求項１３に記載の情報処理方法。
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【請求項２２】
　前記情報処理装置は撮像装置であり、
　前記情報処理方法は、さらに、
　警告出力部が、前記視線判別ステップにおける視線判別結果を入力して警告出力を実行
する警告出力ステップを有し、
　前記警告出力ステップは、
　撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガテ
ィブ状態の顔画像が含まれる場合に、警告出力を行うステップであることを特徴とする請
求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項２３】
　前記情報処理方法は、さらに、
　検索部が、前記視線判別部の視線判別結果をデータ検索処理に適用して、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれかの画像を選択抽出する検索処理を実行するステ
ップを有することを特徴とする請求項１３に記載の情報処理方法。
【請求項２４】
　前記情報処理方法は、さらに、
　データ処理部が、画像データの視線判別処理結果を記憶部に格納する画像データの対応
情報として記憶部に格納する処理を行うステップを有することを特徴とする請求項１３に
記載の情報処理方法。
【請求項２５】
　情報処理装置において情報処理を実行させるコンピュータ・プログラムであり、
　顔検出部に、画像データに含まれる顔領域を検出させる顔検出ステップと、
　顔構成部位検出部に、前記顔検出ステップにおいて検出した顔領域から顔構成部位を検
出させる顔構成部位検出ステップと、
　視線判別部に、前記顔構成部位検出ステップにおいて顔構成部位の検出された顔画像の
視線判別処理を実行させる視線判別ステップを有し、
　前記視線判別ステップは、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行させるステップであることを特徴とするコンピュータ・プ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、および情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムに関
する。さらに詳細には、カメラによって撮影された画像の解析により、撮影画像に含まれ
る人や動物などの視線方向を検出する処理を実行する情報処理装置、および情報処理方法
、並びにコンピュータ・プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラによる取得画像から、人や犬や猫などのペットや動物の視線を判定できるように
なると、例えば視線がカメラを向いている瞬間にシャッターを操作することが可能となり
、写真撮影時の失敗を減らすことができる。またこのような視線判定処理を実行するプロ
グラムを例えば動画作成ソフトに組み込むことで、多数の写真データから、正面を見てい
る人がいる画像を選択するなど、動画の整理が効率敵に行える。
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【０００３】
　また、視線判定処理実行プログラムを例えばテレビ会議システムなどの対話システムに
組み込むことで、視線に応じたカメラの切り替えやカメラ方向設定、ズーム処理などを行
うことでスムーズなインタラクションが可能となる。
【０００４】
　カメラによって撮影される画像データから視線判別を行う技術を開示した従来技術の１
つとして視線方向検出がある。視線方向検出とはカメラに写っているユーザがどの位置を
見ているかを推定する技術で、黒目の位置の微妙な位置関係を読み取ることで行われる。
例えば非特許文献１［Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｄｒｉｖｅｒ　Ｇａｚｅ　Ｔｒａｃｋｉｎｇ　ｗ
ｉｔｈ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｐｐｅａｒａｎｃｅ　Ｍｏｄｅｌｓ　Ｔ．Ｉｓｈｉｋａｗａ，
Ｓ．Ｂａｋｅｒ，Ｉ．Ｍａｔｔｈｅｗｓ，ａｎｄ　Ｔ．Ｋａｎａｄｅ　Ｐｒｏｃｅｅｄｉ
ｎｇｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　１１ｔｈ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｎ　Ｉｎｔｅｌｌ
ｉｇｅｎｔ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，　Ｏｃｔｏｂｅｒ，　２
００４．］では、顔検出した顔に対して、ＡＡＭ［Ａｃｔｉｖｅ　Ａｐｐｅａｒａｎｃｅ
　Ｍｏｄｅｌｓ］で顔の姿勢を求めておき、更に目の部分から黒目の位置を検出し、目と
黒目の位置関係から眼球の姿勢推定をし、顔の姿勢と総合することで全体の視線方向を推
定する構成を開示している。
【０００５】
　しかし、この非特許文献１に記載された構成では、眼球の姿勢推定に黒目や精細な画像
入力が必要となる。このためには、高性能な高解像度カメラを用いることが必須となる。
一般のユーザが家のリビングで２～３ｍ離れた位置にカメラを置いて撮影するような場合
、１００万画素程度の一般的なカメラを用いることはできない。
【０００６】
　この非特許文献１に記載された構成を実現するためには、高価な高画素のカメラを用い
ることが必要であり、さらに被写体の目の部分をズーム撮影して黒目位置測定精度を上げ
る処理や、目に赤外線を照射して目の網膜や球体部分の輝度を強くして正確に撮影するな
ど、精度を上げるための特別な処理が必要となる。また、顔姿勢推定を行って目の位置推
定や眼球姿勢の推定を行う必要があり、処理が複雑化し、また視線方向検出の誤差も大き
くなるという問題がある。
【０００７】
　また、非特許文献２［対話システムのための視線方向認識　山畠利彦、藤江真也　画像
の認識・理解シンポジウム（ＭＩＲＵ２００６）］は、アナログ値での視線方向推定を諦
め、視線方向を１０クラスに分類する処理によって視線方向判別を行う手法を開示してい
る。このように視線方向を所定の範囲で分類することで、正確な眼球の姿勢を推定する必
要がなくなり、目部分の画像からＰＣＡ（主成分分析）やＬＤＡ（線形判別分析）などを
適用して認識結果を出力でき、認識器直列化による誤差拡散の問題を解決している。
【０００８】
　しかし、目部分の画像からＰＣＡ（主成分分析）で次元圧縮を行い、ＬＤＡ（線形判別
分析）で線形判別するためには、視線方向１０クラス問題を解くことが必要となるが、こ
の問題をロバスト（安定的）に解くことは難しい。
【０００９】
　また、非特許文献３［眼球形状モデルに基づく視線測定法　大野健彦、武川直樹、吉川
厚　（ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所）　第８回画像センシングシンポジウム
講演論文集，ｐｐ．３０７－３１２．］では角膜反射法による視線方向推定の方法を開示
している。瞳孔中心とプルキニエ像（Ｐｕｒｋｉｎｊｅ’ｓ　ｉｍａｇｅｓ）の位置から
視線を推定するというもので、高精度に視線が推定できる。また顔の方向によらず推定で
きるため、顔姿勢認識器の誤差を受けなくてすむ。
【００１０】
　しかし、プルキニエ像を抽出するためには、カメラに対して固定された位置にあるとこ
ろから光を照射しなければならず、デバイスが複雑になる。更に、プルキニエ像と瞳孔中
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心、及び視線方向の関係は個人差があるため、人が変わるたびに毎回キャリブレーション
を行わなければならないという問題がある。
【非特許文献１】Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｄｒｉｖｅｒ　Ｇａｚｅ　Ｔｒａｃｋｉｎｇ　ｗｉｔ
ｈ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｐｐｅａｒａｎｃｅ　Ｍｏｄｅｌｓ　Ｔ．Ｉｓｈｉｋａｗａ，Ｓ．
Ｂａｋｅｒ，Ｉ．Ｍａｔｔｈｅｗｓ，ａｎｄ　Ｔ．Ｋａｎａｄｅ　Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ
ｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　１１ｔｈ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｎ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇ
ｅｎｔ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，　Ｏｃｔｏｂｅｒ，　２００
４．
【非特許文献２】対話システムのための視線方向認識　山畠利彦、藤江真也　画像の認識
・理解シンポジウム（ＭＩＲＵ２００６）
【非特許文献３】眼球形状モデルに基づく視線測定法　大野健彦、武川直樹、吉川厚　（
ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所）　第８回画像センシングシンポジウム講演論
文集，ｐｐ．３０７－３１２．
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、カメラによって撮影された画像
の解析により、撮影画像に含まれる人や動物などの視線方向を効率的に検出する情報処理
装置、および情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供することを目的とす
る。
【００１２】
　具体的には、本発明は、カメラによって撮影された画像の解析により、撮影画像に含ま
れる人や動物などの視線がこちらを見ているか、見ていないかの２つの種類の視線判別を
行う情報処理装置、および情報処理方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の側面は、
　画像データに含まれる顔領域を検出する顔検出部と、
　前記顔検出部の検出した顔領域から顔構成部位を検出する顔構成部位検出部と、
　前記顔構成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の視線判別処理を実行す
る視線判別部を有し、
　前記視線判別部は、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行する構成であることを特徴とする情報処理装置にある。
【００１４】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記顔構成部位検出部は、前記
顔検出部の検出した顔領域から目鼻口を検出する構成であり、前記視線判別部は、目鼻口
の検出された顔画像データの視線判別処理を実行する構成であることを特徴とする。
【００１５】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記視線判別部は、画像の特定
位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利
用した処理によって視線判別処理を実行する構成であることを特徴とする。
【００１６】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は、前記顔構
成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の回転処理、サイズ正規化処理、顔
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領域切り出し処理を実行する画像処理部を有し、前記視線判別部は、前記画像処理部にお
ける処理画像を入力して視線判別処理を実行する構成であることを特徴とする。
【００１７】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記顔検出部は、画像データに
含まれる顔領域検出処理を、様々な顔領域画像情報を格納した顔検出辞書を参照して、画
像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリ
ズムを利用して実行する構成であることを特徴とする。
【００１８】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記顔構成部位検出部は、前記
顔検出部の検出した顔領域からの顔構成部位検出処理を、様々な顔構成部位画像情報を格
納した顔構成部位検出辞書を参照して、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合デ
ータとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して実行する構成であることを特徴
とする。
【００１９】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は、音声認識
処理を実行する音声認識部を有し、前記視線判別部における視線判別結果と、前記音声認
識部における音声認識結果を統合して、発話者の解析を実行する構成であることを特徴と
する。
【００２０】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は撮像装置で
あり、前記視線判別部における視線判別結果を入力して撮像装置のシャッター制御を実行
するシャッター制御部を有し、前記シャッター制御部は、撮像装置の取得画像に含まれる
顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態の顔画像が含まれる場合
に、シャッター操作を不可とする制御を行う構成であることを特徴とする。
【００２１】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は、さらに、
前記視線判別部において判別された複数の画像フレームに対応する視線判別結果を入力し
て、画像データの選別処理を行うフレーム選別部を有し、前記フレーム選別部は、ポジテ
ィブ状態とネガティブ状態の各状態情報を適用して画像フレームの選別を行う構成である
ことを特徴とする。
【００２２】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は撮像装置で
あり、前記視線判別部における視線判別結果を入力して警告出力を実行する警告出力部を
有し、前記警告出力部は、撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方
向を向いていないネガティブ状態の顔画像が含まれる場合に、警告出力を行う構成である
ことを特徴とする。
【００２３】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は、前記視線
判別部の視線判別結果をデータ検索処理に適用して、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれかの画像を選択抽出する検索処理を実行する構成
を有することを特徴とする。
【００２４】
　さらに、本発明の情報処理装置の一実施態様において、前記情報処理装置は、画像デー
タの視線判別処理結果を記憶部に格納する画像データの対応情報として記憶部に格納する
処理を行う構成を有することを特徴とする。
【００２５】
　さらに、本発明の第２の側面は、
　情報処理装置において実行する情報処理方法であり、
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　顔検出部が、画像データに含まれる顔領域を検出する顔検出ステップと、
　顔構成部位検出部が、前記顔検出ステップにおいて検出した顔領域から顔構成部位を検
出する顔構成部位検出ステップと、
　視線判別部が、前記顔構成部位検出ステップにおいて顔構成部位の検出された顔画像の
視線判別処理を実行する視線判別ステップを有し、
　前記視線判別ステップは、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行するステップであることを特徴とする情報処理方法にある
。
【００２６】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記顔構成部位検出ステップは
、前記顔検出ステップにおいて検出された顔領域から目鼻口を検出するステップであり、
前記視線判別ステップは、目鼻口の検出された顔画像データの視線判別処理を実行するス
テップであることを特徴とする。
【００２７】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記視線判別ステップは、画像
の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズ
ムを利用した処理によって視線判別処理を実行するステップであることを特徴とする。
【００２８】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理方法は、さらに、
画像処理部が、前記顔構成部位検出部において顔構成部位の検出された顔画像の回転処理
、サイズ正規化処理、顔領域切り出し処理を実行する画像処理ステップを有し、前記視線
判別ステップは、前記画像処理ステップにおいて処理された画像を入力して視線判別処理
を実行するステップであることを特徴とする。
【００２９】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記顔検出ステップは、画像デ
ータに含まれる顔領域検出処理を、様々な顔領域画像情報を格納した顔検出辞書を参照し
て、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆア
ルゴリズムを利用して実行するステップであることを特徴とする。
【００３０】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記顔構成部位検出ステップは
、前記顔検出ステップにおいて検出された顔領域からの顔構成部位検出処理を、様々な顔
構成部位画像情報を格納した顔構成部位検出辞書を参照して、画像の特定位置の画素ペア
の差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して実行する
ステップであることを特徴とする。
【００３１】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理方法は、さらに、
音声認識部が、音声認識処理を実行する音声認識ステップと、データ処理部が、視線判別
結果と、前記音声認識部における音声認識結果を統合して、発話者の解析を実行するステ
ップを有することを特徴とする。
【００３２】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理装置は撮像装置で
あり、前記情報処理方法は、さらに、シャッター制御部が、前記視線判別ステップにおけ
る視線判別結果を入力して撮像装置のシャッター制御を実行するシャッター制御ステップ
を有し、前記シャッター制御ステップは、撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、
視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態の顔画像が含まれる場合に、シャッター
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操作を不可とする制御を行うステップであることを特徴とする。
【００３３】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理方法は、さらに、
フレーム選別部が、前記視線判別ステップにおいて判別された複数の画像フレームに対応
する視線判別結果を入力して、画像データの選別処理を行うフレーム選別ステップを有し
、前記フレーム選別ステップは、ポジティブ状態とネガティブ状態の各状態情報を適用し
て画像フレームの選別を行うステップであることを特徴とする。
【００３４】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理装置は撮像装置で
あり、前記情報処理方法は、さらに、警告出力部が、前記視線判別ステップにおける視線
判別結果を入力して警告出力を実行する警告出力ステップを有し、前記警告出力ステップ
は、撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガ
ティブ状態の顔画像が含まれる場合に、警告出力を行うステップであることを特徴とする
。
【００３５】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理方法は、さらに、
検索部が、前記視線判別部の視線判別結果をデータ検索処理に適用して、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれかの画像を選択抽出する検索処理を実行するステ
ップを有することを特徴とする。
【００３６】
　さらに、本発明の情報処理方法の一実施態様において、前記情報処理方法は、さらに、
データ処理部が、画像データの視線判別処理結果を記憶部に格納する画像データの対応情
報として記憶部に格納する処理を行うステップを有することを特徴とする。
【００３７】
　さらに、本発明の第３の側面は、
　情報処理装置において情報処理を実行させるコンピュータ・プログラムであり、
　顔検出部に、画像データに含まれる顔領域を検出させる顔検出ステップと、
　顔構成部位検出部に、前記顔検出ステップにおいて検出した顔領域から顔構成部位を検
出させる顔構成部位検出ステップと、
　視線判別部に、前記顔構成部位検出ステップにおいて顔構成部位の検出された顔画像の
視線判別処理を実行させる視線判別ステップを有し、
　前記視線判別ステップは、
　顔構成部位の検出された顔画像データの視線について、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを判別する処理を、上記（ａ），（ｂ）
各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書と入力顔画像デ
ータとの照合処理によって実行させるステップであることを特徴とするコンピュータ・プ
ログラムにある。
【００３８】
　なお、本発明のコンピュータ・プログラムは、例えば、様々なプログラム・コードを実
行可能な汎用コンピュータ・システムに対して、コンピュータ可読な形式で提供する記憶
媒体、通信媒体によって提供可能なコンピュータ・プログラムである。このようなプログ
ラムをコンピュータ可読な形式で提供することにより、コンピュータ・システム上でプロ
グラムに応じた処理が実現される。
【００３９】
　本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施例や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。なお、本明細書においてシステムと
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は、複数の装置の論理的集合構成であり、各構成の装置が同一筐体内にあるものには限ら
ない。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明の一実施例の構成では、画像に含まれる顔領域、目鼻口などの顔構成部位を検出
し、さらに、視線判別部が目鼻口の検出された顔画像の視線判別処理を実行する。視線判
別処理は、（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、（ｂ）視線がカメラ方
向を向いていないネガティブ状態、上記（ａ），（ｂ）の２状態のいずれであるかを、（
ａ），（ｂ）各状態に対応する分類データからなる学習データを格納した視線判別辞書を
利用して行う。具体的には、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして
利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを適用して視線判別処理を行う。本構成によれば、視
線がカメラ方向を向いているかいないかの２つの状態判別という明確な区分による視線判
別であり、判別処理の精度が高く、また判別結果の利用価値も高い構成が実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態に係る情報処理装置、および情報処理方法
、並びにコンピュータ・プログラムの詳細について説明する。
【００４２】
　まず、図１を参照して本発明に係る情報処理装置の実行する処理の概要について説明す
る。本発明の情報処理装置は、カメラの撮影画像の解析を実行して、撮影画像に含まれる
人や動物などの顔の目の視線方向を検出する処理を実行する情報処理装置であり、視線が
カメラに向いているかどうかを判別する。具体的には以下の２状態を判別する。
　ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている顔（正面顔や
横顔も含む）
　ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない顔、例えば
、横を見ている顔や、目を閉じてしまっている顔
【００４３】
　本発明の情報処理装置は、カメラによる撮影画像に含まれる人や動物などの顔の目の視
線方向が、これらの２つの状態のいずれにあるかを判別する。具体例を図１に示す。
【００４４】
　図１（ａ）は、ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）、すなわち、カメラに対して視線
が向いている顔の例であり、
　図１（ｂ）は、ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）、すなわち、カメラに対して視線
が向いていない顔の例である。
【００４５】
　本発明の情報処理装置の構成、および処理について、図２以下を参照して説明する。図
２は、本発明の情報処理装置の一実施例構成を示す図である。本発明の情報処理装置は、
弱い性能の学習機（ＷｅａｋＬｅａｎｅｒ）を組み合わせて高精度な判別結果を出力する
、いわゆるブースティング（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）により、カメラによる撮影画像に含まれ
る人や動物などの顔の目の視線方向が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかを判別する。
【００４６】
　図２に示す情報処理装置１００は、顔検出部１０１、目鼻口検出部１０２、画像処理部
１０３、視線判別部１０４を有し、画像処理部１０３には、回転補正処理部１１１、顔サ
イズ正規化処理部１１２、顔領域切り出し部１１３が含まれる。また、顔検出部１０１に
おける顔検出処理に利用される顔検出辞書１２１、目鼻口検出部１０２における目鼻口検
出処理に利用される目鼻口検出辞書１２２、視線判別部１０４における視線判別処理に利
用される視線判別辞書１２３を有する。
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【００４７】
　図２に示す情報処理装置１００は、ブースティング（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）の弱い性能の
学習機（ＷｅａｋＬｅａｎｅｒ）が、顔検出部１０１、目鼻口検出部１０２、視線判別部
１０４において利用され、これらの処理部では、学習で得られた画像の特定位置の画素ペ
アの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した処理を
行う構成となっている。なお、このアルゴリズムの詳細は、例えば、特開２００５－２８
４３４８に開示されている。
【００４８】
　視線判別処理の対象画像が入力されると、まず、顔検出部１０１は、入力画像フレーム
に顔が写っているか否かの検出を行う。この顔検出処理は、顔検出辞書１２１を用いて行
われ、上述したように、ブースティング（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）の弱い性能の学習機（Ｗｅ
ａｋＬｅａｎｅｒ）を利用した処理として実行され、学習で得られた画像の特定位置の画
素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した処
理によって実行される。すなわち、顔検出部１０１は、画像データに含まれる顔領域検出
処理を、様々な顔領域画像情報を格納した顔検出辞書１２１を参照して、画像の特定位置
の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用し
て実行する。
【００４９】
　顔検出辞書１２１には、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利
用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムによる顔検出の学習結果が格納され、顔検出部１０１は
、入力画像フレームに顔が映っているか否かの判断を、入力画像の特定位置の画素ペアの
差分値データと、学習結果が格納された顔検出辞書１２１のデータとの照合によって実行
する。
【００５０】
　顔検出部１０１において検出された顔検出情報は、画像とともに顔構成部位検出部とし
ての目鼻口検出部１０２に入力される。目鼻口検出部１０２は、顔検出部１０１において
検出された顔について、顔構成部位、すなわち目・鼻・口の検出処理を行う。この目・鼻
・口の検出処理は、顔構成部位検出辞書、すなわち目鼻口検出辞書１２２を用いてブース
ティング（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）の弱い性能の学習機（ＷｅａｋＬｅａｎｅｒ）を利用した
処理として実行され、学習で得られた画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合デー
タとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した処理によって実行される。すなわ
ち、顔構成部位検出部としての目鼻口検出部１０２は、顔検出部１０１の検出した顔領域
からの顔構成部位検出処理を、様々な顔構成部位画像情報を格納した顔構成部位検出辞書
、すなわち目鼻口検出辞書１２２を参照して、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較
照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して実行する。
【００５１】
　目鼻口検出辞書１２２には、画像の特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとし
て利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムによる目鼻口検出の学習結果が格納され、目鼻口検
出部１０２は、顔検出部１０１において検出された顔についての目・鼻・口の検出処理を
、入力画像の特定位置の画素ペアの差分値データと、学習結果が格納された目鼻口検出辞
書１２２のデータとの照合によって実行する。
【００５２】
　目鼻口検出部１０２における目鼻口検出処理において、目鼻口がすべて揃わなかった顔
は、ここで処理対象から棄却し、視線判別は行わない。目鼻口がすべて検出された顔につ
いてのみ、視線判別対象の顔として選択し、目、鼻、口の位置関係情報を取得する。
【００５３】
　画像データは、目鼻口がすべて検出された顔の選択情報と、目、鼻、口の位置関係情報
とともに画像処理部１０３に入力される。画像処理部１０３の回転補正処理部１１１は、
視線判別対象とされた顔領域について、目、鼻、口の位置関係を利用して画像の回転補正
を行う。すなわち、傾いている顔を正立させる処理を行う。
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【００５４】
　次に、回転補正された画像データは、顔サイズ正規化処理部１１２に入力され、顔サイ
ズ正規化処理部１１２において目鼻口の距離情報を用いて顔部分のサイズが、予め設定し
た標準サイズに等しくなるように画像サイズの拡大、縮小を実行してサイズの正規化処理
を行う。
【００５５】
　正規化処理の施された画像は、次に顔領域切り出し部１１３に入力され、顔画像領域部
分の切り出し処理が実行される。この切り出し画像が、視線判別部１０４に出力される。
【００５６】
　視線判別部１０４は、切り出し画像に含まれる顔の視線判別処理を行う。この視線判別
処理は、視線判別辞書１２３を用いてブースティング（Ｂｏｏｓｔｉｎｇ）の弱い性能の
学習機（ＷｅａｋＬｅａｎｅｒ）を利用した処理として実行され、学習で得られた画像の
特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズム
を利用した処理によって実行される。
【００５７】
　視線判別辞書１２３には、
　（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態、
　（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、
　上記（ａ），（ｂ）の２状態に対応する分類データからなる学習データ、すなわち視線
判別の学習結果が格納され、視線判別部１０４は、入力画像の特定位置の画素ペアの差分
値データと、学習結果が格納された視線判別辞書１２３のデータとの照合によって視線判
別処理を実行する。
【００５８】
　視線判別部１０４は、切り出し画像に含まれる顔の視線判別処理として、画像に含まれ
る人や動物などの顔の目の視線方向が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかを学習で得られた画像の特定位置の画素ペアの差
分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した処理によって
判別し、判別結果を出力する。
【００５９】
　なお、学習結果が格納された視線判別辞書１２３は、上記のポジティブ状態と、ネガテ
ィブ状態との２クラスに分類した学習データが格納され、視線判別部１０４は、このよう
な学習結果が格納された視線判別辞書１２３のデータとの照合によって視線判別を実行す
る。
【００６０】
　なお、入力画像に複数の顔が含まれる場合は、ひとつの顔についての処理が終わると次
の顔部について同じ処理を繰り返し、最終的に画像中に検出されたすべての顔についての
処理を実行して、処理を終了する。
【００６１】
　なお、図２に示す３つの辞書、すなわち、顔検出部１０１における顔検出処理に利用さ
れる顔検出辞書１２１、目鼻口検出部１０２における目鼻口検出処理に利用される目鼻口
検出辞書１２２、視線判別部１０４における視線判別処理に利用される視線判別辞書１２
３、これらの辞書は、視線判別を行う対象によって使い分ける。例えば、人の視線判別を
実行する場合は、人用の辞書を、猫なら猫用の辞書を、犬なら犬用の辞書といったように
用途によって使い分ける。
【００６２】
　上述したように、視線判別部１０４は、切り出し画像に含まれる顔の視線判別処理とし
て、画像に含まれる人や動物などの顔の目の視線方向が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
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　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかを学習で得られた画像の特定位置の画素ペアの差
分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した処理によって
判別するが、この処理を実行する際、顔画像の全体についての処理を行うと処理時間が長
くなってしまう。従って、画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉ
ｆアルゴリズムを利用した処理の適用範囲を目の領域に限定するなどの処理範囲を制限す
る処理を行うことが好ましい。
【００６３】
　例えば、図３に示すように、処理対象とするピクセルペアを選択するマスクを利用する
ことで、処理を効率化できる。図３には、以下の複数の種類のマスク例を示している。
　（ａ）両目を含む矩形領域を処理対照領域として設定するマスク
　（ｂ）各目の個別領域を処理対象領域として設定するマスク
　（ｃ）各目と鼻上部領域を処理対象領域として設定するマスク
　（ｄ）各目と鼻全体を処理対象領域として設定するマスク
　これらのマスクを設定して、処理領域を限定することで、効率的な学習結果の生成や、
判別処理が可能となる。
【００６４】
　図２を参照して説明した情報処理装置における視線判別処理の性能評価データを図４に
示す。被験者（撮影ユーザ）は、カメラに対して正面無向きから－５度～＋５度の範囲に
顔の向きを設定し、様々な方向に視線を向けて、図２に示す構成により視線判別を実行し
た、
【００６５】
　図４は、異なる部屋（ルーム１，２）での実験結果をＲＯＣ曲線として示している。グ
ラフの横軸は判別結果の誤り率、縦軸が正解率に対応する。視線判別は、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別を行ったものであり、ほとんどの実験結果
は正解であった。
【００６６】
　次に、図５に示すフローチャートを参照して、図２に示す情報処理装置を適用した視線
判別処理のシーケンスについて説明する。視線判別処理の対象画像が入力されると、まず
、ステップＳ１０１において入力画像フレームに顔が写っているか否かの顔検出処理を行
う。この処理は、図２に示す情報処理装置の顔検出部１０１の処理として実行される。前
述したように、顔検出部１０１は、入力画像フレームに顔が写っているか否かの検出を顔
検出辞書１２１を用いて、画素ペア差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆ
アルゴリズムを利用した処理によって実行する。
【００６７】
　次に、ステップＳ１０２において、未処理画像の有無が判別され、未処理画像がない場
合は処理を終了する。未処理画像がある場合はステップＳ１０３に進む。ステップＳ１０
３では、目鼻口検出処理が実行される。この処理は、図２に示す情報処理装置の目鼻口検
出部１０２の処理として実行される。目鼻口検出部１０２は、顔検出部１０１において検
出された顔について、目・鼻・口の検出処理を目鼻口検出辞書１２２を用いて画像の特定
位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利
用した処理によって実行する。
【００６８】
　次に、ステップＳ１０４において、目鼻口検出処理において、目鼻口のすべてのパーツ
が検出されたか否かを判定する。前述したように、目鼻口検出部１０２における目鼻口検
出処理において、目鼻口がすべて揃わなかった顔は、ここで処理対象から棄却し、視線判
別は行わない。すなわち、ステップＳ１１１に進み、処理対象から除去して、ステップＳ
１０１に進み、次の顔の処理に移行する。
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【００６９】
　目鼻口がすべて検出された顔についてのみ、ステップＳ１０５以下の処理を実行する。
ステップＳ１０５～Ｓ１０７は、図２に示す画像処理部１０３の処理である。まず、ステ
ップＳ１０５において、画像処理部１０３の回転補正処理部１１１が、視線判別対象とさ
れた顔領域について、目、鼻、口の位置関係を利用して画像の回転補正を行う。すなわち
、傾いている顔を正立させる処理を行う。
【００７０】
　次に、ステップＳ１０６において、顔サイズ正規化処理部１１２において目鼻口の距離
情報を用いて顔部分のサイズが、予め設定した標準サイズに等しくなるように画像サイズ
の拡大、縮小によるサイズの正規化処理が行われる。次に、ステップＳ１０７において、
顔領域切り出し部１１３が正規化処理の施された画像から顔画像領域部分の切り出し処理
を実行する。
【００７１】
　次に、ステップＳ１０８において、視線判別処理が実行される。この処理は図２に示す
情報処理装置の視線判別部１０４の処理である。視線判別部１０４は、切り出し画像に含
まれる顔の視線判別処理を視線判別辞書１２３を用いて学習で得られた画像の特定位置の
画素ペアの差分値を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用した
処理によって実行する。視線判別部１０４は、切り出し画像に含まれる顔の視線判別処理
として、画像に含まれる人や動物などの顔の目の視線方向が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかを判別する。１つの顔画像について、この視線判
別処理が終了すると、ステップＳ１０１に戻り次の顔画像の処理に移行する。ステップＳ
１０２において未処理画像がないと判断されると処理が終了する。
【００７２】
　本発明の情報処理装置では、図２に示す情報処理装置の視線判別部１０４の処理として
、画像に含まれる人や動物などの顔の目の視線方向が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかを判別するというきわめて明確な２状態判別処理
であり、この２状態判別処理を、特定位置の画素ペアの差分値を比較照合データとして利
用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを利用して学習データとして取得された視線判別辞書１
２３を用いて実行する構成であり、より多くの学習データから生成された辞書を適用する
ことで正確な視線判別が可能となる。また、視線判別辞書を視線判別対象によって使い分
けることで、より正確な判別が実現される。例えば、人の視線判別を実行する場合は、人
用の辞書を、猫なら猫用の辞書を、犬なら犬用の辞書といったような辞書の使い分けであ
る。
【００７３】
　次に、図２に示す情報処理装置を利用した具体的なデータ処理アプリケーションの複数
の例について、図６以下を参照して説明する。以下説明する処理は、以下の（ａ）～（ｄ
）の４つの処理である。
　（ａ）画像音声認識システムにおける利用例
　（ｂ）撮像装置における利用例Ａ
　（ｃ）画像データ管理システムにおける利用例
　（ｄ）撮像装置における利用例Ｂ
　これらの処理は、（ａ）（ｄ）は例えばＰＣ等の情報処理装置において実行され、（ｂ
），（ｄ）はスチルカメラやビデオカメラなどの撮像装置において実行される。以下、こ
れらの処理シーケンスについて説明する。
【００７４】
　（ａ）画像音声認識システムにおける利用例
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　まず、上述した視線判別処理を画像音声認識システムに応用した利用例について図６に
示すフローチャートを参照して説明する。図６に示すフローは、例えばＰＣなどの情報処
理装置において実行される。図６に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説明し
た視線判別処理を実行するプログラムが情報処理装置の記憶部に格納され、ＣＰＵ等によ
って構成される制御部において図６に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説明
した視線判別処理が実行される。
【００７５】
　図６に示す処理を実行する情報処理装置は、音声認識処理を実行する音声認識部を有し
、視線判別結果と、音声認識部における音声認識結果を統合して、発話者の解析を実行す
る構成を有する。図６のフローにおける各ステップの処理について説明する。
【００７６】
　図６のフローのステップＳ２０１において、画像と音声情報が入力される。画像はカメ
ラを介して情報処理装置に入力され、音声はマイクを介して情報処理装置に入力される。
【００７７】
　ステップＳ２０２では、入力画像に対する視線判別処理が実行される。図２に示す処理
構成を適用した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視線判別処理が実
行される。この視線判別処理の結果は、入力画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果である。
【００７８】
　この画像に基づく視線判別処理に併せてステップＳ２０３において、入力音声情報に基
づく音声認識処理が実行される。この音声認識処理は、既存の音声認識技術を適用したも
のでよい。
【００７９】
　ステップＳ２０４では、画像に基づく視線判別結果と、音声に基づく音声認識結果を利
用したフィルタリング処理を実行する。具体的には、例えば、音声認識結果の言葉を発し
た人物を特定する場合に、画像に基づく視線判別結果を用いてカメラ方向を見ている人物
を発話者として特定する処理などを実行する。
【００８０】
　ステップＳ２０５では、視線判別結果と、音声に基づく音声認識結果を利用したフィル
タリング処理結果に基づいて、次のアクションを決定して決定アクションを実行する。例
えばその発話者に対してカメラをズームアップするなどの処理を実行する。あるいは発話
記録に際して、発話者の識別情報をメタデータとして記録するといっち処理を行うことが
できる。
【００８１】
　一般的に音声認識処理は認識誤りが多く、例えば周りで騒いでいる人がいたり、様々な
騒音が存在するとユーザが何も発話していなくても勝手に音声認識してしまい、コマンド
（例えばカメラ制御やデータ記録などのコマンド）が入力されてしまうことが多く、対話
システムの大きな問題となっている。音声認識に併せて、上述の視線判別処理を実行して
視線がカメラを向いている場合にのみコマンドを受け付けるシステムにすると、システム
は、余分な間違ったコマンドの実行を排除でき、確実な処理が実行できる。特にパーティ
やライブ会場などうるさい場所では、聞き間違えないように視線を合わせて喋ることが自
然であり、対話システムにおいてユーザがコマンドを話すときにカメラと擬似的に「目を
合わせる」ことも自然な動作なのでユーザに苦痛を与えることなく、自然な処理が可能と
なる。
【００８２】
　　（ｂ）撮像装置における利用例Ａ
　次に、上述した視線判別処理を撮像装置において利用した処理例について図７に示すフ
ローチャートを参照して説明する。図７に示すフローは、例えばデジタルスチルカメラな
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どの撮像装置において実行される。図７に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して
説明した視線判別処理を実行するプログラムが撮像装置の記憶部に格納され、ＣＰＵ等に
よって構成される制御部において図７に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説
明した視線判別処理が実行される。
【００８３】
　図７に示すフローに従った処理を実行する情報処理装置は撮像装置であり、視線判別部
における視線判別結果を入力して撮像装置のシャッター制御を実行するシャッター制御部
を有する。シャッター制御部は、撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカ
メラ方向を向いていないネガティブ状態の顔画像が含まれる場合に、シャッター操作を不
可とする制御を行う。図７のフローの各ステップの処理について説明する。
【００８４】
　図７のフローのステップＳ２２１において、画像が入力される。画像はカメラの撮像部
から入力される。ステップＳ２２２では、入力画像に対する視線判別処理が実行される。
図２に示す処理構成を適用した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視
線判別処理が実行される。この視線判別処理の結果は、入力画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果である。
【００８５】
　ステップＳ２２３では、ステップＳ２２２で取得した視線判別結果に基づくシャッター
制御処理が実行される。例えば、画像に含まれる顔の視線がカメラ方向を向いている場合
（ポジティブ状態）は、シャッター操作を可能とし、画像に含まれる顔の視線がカメラ方
向を向いていない場合（ネガティブ状態）は、シャッター操作を不可能な設定とするなど
の制御を行う。この制御により、撮影者は、シャッター操作の可否により、被写体の視線
状態を判別でき、カメラを見ていない顔を誤って撮影してしまうことを防止できる。
【００８６】
　画像に含まれる顔の視線がカメラ方向を向いている場合（ポジティブ状態）は、シャッ
ター操作が可能となり、ステップＳ２２４で撮影処理が実行され、ステップｓ２２５にお
いて撮影画像データが記憶部に格納される。
【００８７】
　赤ちゃんなど、写真を撮りたくてもなかなかカメラを見てくれない人やペットを撮影す
るときに、片手で対象の人の気を惹きながら、片手はシャッタースイッチに置いておき、
シャッターチャンスを逃さないように待つという撮り方を強いられることが多いが、片手
では気を惹くのは難しいことが多く、タイマー機能を使って両手を自由にして撮影すると
いったことがあるが、赤ちゃんやペットのシャッターチャンスは短く、タイマーではシャ
ッターチャンスを逸してしまうことが多かった。しかし、上述した視線判別を行うことで
被写体がこっちをみている「いい顔」を確認して写真をとることができるようになる。
【００８８】
　　（ｃ）画像データ管理システムにおける利用例
　次に、上述した視線判別処理を画像データ管理システムに応用した利用例について図８
に示すフローチャートを参照して説明する。図８に示すフローは、例えばＰＣなどの情報
処理装置において実行される。図８に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説明
した視線判別処理を実行するプログラムが情報処理装置の記憶部に格納され、ＣＰＵ等に
よって構成される制御部において図８に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説
明した視線判別処理が実行される。
【００８９】
　図８に示すフローに従った処理を実行する情報処理装置は、視線判別部において判別さ
れた複数の画像フレームに対応する視線判別結果を入力して、画像データの選別処理を行
うフレーム選別部を有する。フレーム選別部は、ポジティブ状態とネガティブ状態の各状
態情報を適用して画像フレームの選別を行う。図８に示すフローの各ステップの処理につ
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いて説明する。
【００９０】
　図８のフローのステップＳ２４１において、動画像が入力される。動画像は、例えば情
報処理装置の記憶部に記憶された動画像データである。
【００９１】
　ステップＳ２４２では、入力された動画像を構成する各フレーム画像に対する視線判別
処理が実行される。図２に示す処理構成を適用した処理、具体的には、図５に示すフロー
チャートに従って視線判別処理が実行される。この視線判別処理の結果は、入力画像に含
まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果が各画像フレームに対応する情報とし
て取得される。
【００９２】
　ステップＳ２４３では、各画像フレームに対応する視線判別結果を適用した画像フレー
ムの選別処理を実行する。例えば。画像フレームを、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）の顔画像を含むフレーム、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）の顔画像のみのフレーム、
　（ｃ）顔画像を含まないフレーム、
　上記（ａ）～（ｃ）のフレームに分類する処理などが実行される。
【００９３】
　ステップＳ２４４では、ステップＳ２４３において分類したフレームをインデックス、
例えばサムネイル画像の表示用画像フレームとして設定し、ステップＳ２４５においてイ
ンデックス情報（サムネイル画像）の表示や分類情報に基づくデータの分類記憶処理など
が行われる。
【００９４】
　例えば、多くの動画編集ソフトウェアには各シーンに対応するサムネイル画像を表示し
て編集を楽にするという機能が存在する。サムネイルの作り方としては、区切られたシー
ンの最初のフレームを使うものや、一定フレーム間隔でいくつかのフレームを取り出し横
につなげて作成するものが存在する。しかし、シーンの最初や一定間隔で切り出した画像
をサムネイルとするだけではシーンの内容が分かりづらくサムネイルの意味をなさないこ
とがある。このような場合、上述した視線判別結果を利用して、写っている人やペットが
カメラ方向を見ている画像を選択してカメラ視線の「いい顔のフレーム」をインデックス
画像として抜き出すことができ、分かりやすいインデックス抽出が実現され、動画編集の
効率を向上することができる。
【００９５】
　　（ｄ）撮像装置における利用例Ｂ
　次に、上述した視線判別処理を撮像装置において利用した処理例について図９に示すフ
ローチャートを参照して説明する。図９に示すフローは、例えばデジタルスチルカメラな
どの撮像装置において実行される。図９に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して
説明した視線判別処理を実行するプログラムが撮像装置の記憶部に格納され、ＣＰＵ等に
よって構成される制御部において図９に示す処理シーケンスおよび先に図５を参照して説
明した視線判別処理が実行される。
【００９６】
　図９に示すフローに従った処理を実行する情報処理装置は撮像装置であり、視線判別部
における視線判別結果を入力して警告出力を実行する警告出力部を有する。警告出力部は
、撮像装置の取得画像に含まれる顔の視線中に、視線がカメラ方向を向いていないネガテ
ィブ状態の顔画像が含まれる場合に、警告出力を行う。図９に示すフローの各ステップの
処理について説明する。
【００９７】
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　図９のフローのステップＳ２６１において、画像が入力される。画像はカメラの撮像部
から入力される。ステップＳ２６２では、入力画像に対する視線判別処理が実行される。
図２に示す処理構成を適用した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視
線判別処理が実行される。この視線判別処理の結果は、入力画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果である。
【００９８】
　ステップＳ２６３では、ステップＳ２６２で取得した視線判別結果に基づいて、入力画
像に含まれる人物などの顔の視線の全てがカメラ方向を向いているかを判別する処理を実
行する。入力画像に含まれる人物などの顔の視線の全てがカメラ方向を向いている場合、
ステップＳ２６４の判定がＹｅｓとなり、処理が終了し、次の操作、例えば撮影処理が実
行される。
【００９９】
　一方、入力画像に含まれる人物などの顔の視線の全てがカメラ方向を向いていない場合
、ステップＳ２６４の判定がＮｏとなり、ステップＳ２６５に進み、警告の出力が行われ
る。例えば警告音の出力、警告メッセージの表示処理が行われる。この警告により、撮影
者は、撮影処理の前に被写体の視線状態を判別でき、カメラを見ていない顔を誤って撮影
してしまうことを防止できる。
【０１００】
　例えば、大切な行事での集合写真を撮ったあとその場で失敗していないかどうか確認し
たいことがあるが、図９に示すフローに従って視線方向判別結果を利用した処理を行うこ
とで、カメラを見ていない顔を誤って撮影してしまうことを防止できる。集合写真では左
右の端にいる人は横向き顔になることが多く、顔方向検出だけでは不十分である。知りた
いのは全員が「カメラ視線であるかどうか」である。本発明の情報処理装置では、顔の向
きに基づいて視線判別を行うものではなく、学習データに基づいて入力画像に含まれる顔
の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別を行うものであり、カメラの取得画像に基
づいて、上記の視線判別処理を行い、モニタなどに警告アイコンなどを表示することがで
きるようになる。また、多くの顔がモニタに表示されている場合、ネガティブ状態（Ｎｅ
ｇａｔｉｖｅ）、すなわち、カメラに対して視線が向いていない人物のみを特定した識別
情報を各顔に対応付けて表示するといった処理も可能となる。
【０１０１】
　次に、上述の視線判別処理を利用したデータ検索装置の構成例について、図１０を参照
して説明する。図１０には、（ａ），（ｂ）の検索処理装置構成例を示している。
【０１０２】
　図１０（ａ）は、写真などの多数の画像データを格納したデータベース３１３から、検
索条件にあった画像を検索する装置である。なお、この検索装置は、例えばＰＣなどの情
報処理装置によって実現可能である。図１０（ａ）に示す入力部３１１、検索部３１２、
データベース３１３、視線検出部３１４、表示部３１５は、ＰＣ等の情報処理装置の機能
を用いて実現可能である。視線検出部３１４は、先に図２を参照して説明した処理構成で
あり、図５を参照して説明した視線判別処理を実行する。検索部３１２のデータ検索処理
、視線検出部３１４の視線検出処理を実行するプログラムが情報処理装置の記憶部に格納
され、ＣＰＵ等によって構成される制御部において実行される。
【０１０３】
　入力部３１１は、例えば、データベース３１３に格納された多数の画像データから、あ
る期間の撮影画像であり人の顔が含まれ、かつその人の顔の視線がカメラ方向を見ている
画像のみを選択する検索クエリを入力する。
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【０１０４】
　検索部３１２は、まず、例えば検索クエリに設定された期間情報に基づいてデータベー
ス３１３からその期間の画像データを検索する。検索画像は、視線検出部３１４に渡され
、検索結果画像に対する視線判別処理が実行される。すなわち図２に示す処理構成を適用
した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視線判別処理が実行される。
検索結果画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果を生成し、判別結果情報を表示部３１
５に出力する。表示部３１５は、ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）の顔の含まれる画
像、すなわち、カメラに対して視線が向いている画像のみを選択して表示するといった処
理を行う。
【０１０５】
　図１０（ｂ）は、図１０（ａ）と同様、写真などの多数の画像データを格納したデータ
ベース３２３から、検索条件にあった画像を検索する装置であるが、この装置は、データ
ベース３２３に対する画像データの格納時に、画像データの視線判別を実行して、視線判
別結果を画像データの対応メタ情報としてデータベース３２３に格納する設定としている
。
【０１０６】
　入力部３２１からデータベース３２３に格納する画像データが入力されると、視線検出
部３２２が画像に対する視線判別処理を実行する。すなわち図２に示す処理構成を適用し
た処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視線判別処理が実行される。検
索結果画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果を生成し、判別結果情報を画像対応の
メタ情報として設定して画像データとともにデータベース３２３に格納する。
【０１０７】
　検索処理に際しては、検索クエリが入力部３２４から入力される。例えば、データベー
ス３２３に格納された多数の画像データから、ある期間の撮影画像であり人の顔が含まれ
、かつその人の顔の視線がカメラ方向を見ている画像のみを選択する検索クエリを入力す
る。検索部３１２は、データベース３２３に格納画像に設定されたメタデータとしての期
間情報や視線判別情報を利用してデータ検索を実行し、検索クエリに一致するデータを取
得して表示部３２６に表示する。例えば、表示部３２６には、ポジティブ状態（Ｐｏｓｉ
ｔｉｖｅ）の顔の含まれる画像、すなわち、カメラに対して視線が向いている画像のみが
表示される。
【０１０８】
　図１１は、上述の視線判別処理機能を持つ動画データ管理装置の構成および処理例につ
いて説明する図である。図―１１に示す装置は例えばビデオカメラによって構成される。
図１１（ａ）は、動画像データを記憶部４１３に格納する処理を行う際に、画像データの
視線判別を実行して、視線判別結果を画像ファイルと別の独立したファイルとして記録す
る。
【０１０９】
　入力部４１１から例えば撮影動画像データが入力される。視線検出部４１２は、動画像
の構成フレーム各々に対する視線判別処理を実行する。すなわち図２に示す処理構成を適
用した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視線判別処理が実行される
。検索結果画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果を生成する。
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【０１１０】
　記憶部４１３には、動画像データファイルと、視線検出部４１２の視線検出結果情報、
すなわち各フレーム画像に含まれる顔画像に対応する視線判別結果情報を記録した視線情
報ファイルが記録される。
【０１１１】
　図１１（ｂ）は、動画像データを記憶部４２４に格納する処理を行う際に、画像データ
の視線判別を実行して、視線判別結果を画像データのメタデータとして記録する。
【０１１２】
　入力部４２１から例えば撮影動画像データが入力される。視線検出部４２２は、動画像
の構成フレーム各々に対する視線判別処理を実行する。すなわち図２に示す処理構成を適
用した処理、具体的には、図５に示すフローチャートに従って視線判別処理が実行される
。検索結果画像に含まれる顔の視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果を生成する。
【０１１３】
　ファイル作成部は、動画像データのメタデータとして、各画像フレームに含まれる顔の
視線が、
　（ａ）ポジティブ状態（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いている、
　（ｂ）ネガティブ状態（Ｎｅｇａｔｉｖｅ）：カメラに対して視線が向いていない、
　これらの２つの状態のいずれにあるかの判別結果を設定したファイルを生成し、生成し
たメタデータ付与動画像ファイルが記憶部４２４に記録される。
【０１１４】
　最後に、本発明の情報処理装置の一例としての撮像装置のハードウェア構成例とＰＣの
ハードウェア構成例について図１２、図１３を参照して説明する。図１２は、本発明の情
報処理装置の一例としての撮像装置のハードウェア構成例である。
【０１１５】
　撮像装置５００は、レンズ、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）
などの撮像部５０１において取得した撮影信号をアナログ信号処理部５０２に入力し、ア
ナログ信号処理部５０２においてノイズ除去等の処理を行い、Ａ／Ｄ変換部５０３におい
てデジタル信号に変換される。デジタル変換されたデータは、デジタル信号処理部５０４
において、データ圧縮などのデジタル信号処理がなされた後、例えばフラッシュメモリな
どによって構成される記録デバイス５１５に記録される。さらに、モニタ５１７、ビュー
ファインダ（ＥＶＦ）５１６に表示される。
【０１１６】
　操作部５１１は、カメラ本体にあるシャッター等の他、記録デバイス５１５に記録され
たデータの再生指定スイッチ、早送り再生や巻き戻し再生などの処理開始を行うためのス
イッチ類が含まれる。
【０１１７】
　制御部５１０は、ＣＰＵを有し、撮像装置の実行する各種の処理の制御を予めメモリ（
ＲＯＭ）５２０などに格納されたプログラムに従って実行する。メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）
５１２は不揮発性メモリであり、画像データ、各種の補助情報、プログラムなどが格納さ
れる。メモリ（ＲＯＭ）５２０は、制御部（ＣＰＵ）５１０が使用するプログラムや演算
パラメータ等を格納する。メモリ（ＲＡＭ）５２１は、制御部（ＣＰＵ）５１０において
使用するプログラムや、その実行において適宜変化するパラメータ等を格納する。
【０１１８】
　視線検出部５０５は、顔検出、目鼻口検出、視線判別処理などを実行する。例えば、先
に図５を参照して説明した画像から顔領域検出および視線検出を行い、検出結果をデジタ
ル信号処理部５０４に入力する。デジタル信号処理部５０４は、例えば検出結果メタデー
タとして設定して記録デバイス５１５に記録する処理などを実行する。
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【０１１９】
　図１３は、本発明の情報処理装置の一例としてのパーソナルコンピュータのハードウェ
ア構成例である。ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）７０１は
、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）７０２、または記憶部７０８に記憶され
ているプログラムに従って各種の処理を実行する。例えば、上述の実施例において説明し
た顔検出、目鼻口検出、視線判別処理などの処理プログラムを実行する。ＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）７０３には、ＣＰＵ７０１が実行するプログラム
やデータなどが適宜記憶される。これらのＣＰＵ３０１、ＲＯＭ７０２、およびＲＡＭ７
０３は、バス７０４により相互に接続されている。
【０１２０】
　ＣＰＵ７０１はバス７０４を介して入出力インタフェース７０５に接続され、入出力イ
ンタフェース７０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部７０６
、ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部７０７が接続されている。ＣＰＵ７０１は
、入力部７０６から入力される指令に対応して各種の処理を実行し、処理結果を例えば出
力部７０７に出力する。
【０１２１】
　入出力インタフェース７０５に接続されている記憶部７０８は、例えばハードディスク
からなり、ＣＰＵ７０１が実行するプログラムや各種のデータを記憶する。通信部７０９
は、インターネットやローカルエリアネットワークなどのネットワークを介して外部の装
置と通信する。
【０１２２】
　入出力インタフェース７０５に接続されているドライブ７１０は、磁気ディスク、光デ
ィスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメディア７１１を駆動
し、記録されているプログラムやデータなどを取得する。取得されたプログラムやデータ
は、必要に応じて記憶部７０８に転送され記憶される。
【０１２３】
　以上、特定の実施例を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が実施例の修正や代用を成し得ることは自明である
。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、限定的に解釈されるべき
ではない。本発明の要旨を判断するためには、特許請求の範囲の欄を参酌すべきである。
【０１２４】
　また、明細書中において説明した一連の処理はハードウェア、またはソフトウェア、あ
るいは両者の複合構成によって実行することが可能である。ソフトウェアによる処理を実
行する場合は、処理シーケンスを記録したプログラムを、専用のハードウェアに組み込ま
れたコンピュータ内のメモリにインストールして実行させるか、あるいは、各種処理が実
行可能な汎用コンピュータにプログラムをインストールして実行させることが可能である
。例えば、プログラムは記録媒体に予め記録しておくことができる。記録媒体からコンピ
ュータにインストールする他、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、イン
ターネットといったネットワークを介してプログラムを受信し、内蔵するハードディスク
等の記録媒体にインストールすることができる。
【０１２５】
　なお、明細書に記載された各種の処理は、記載に従って時系列に実行されるのみならず
、処理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並列的にあるいは個別に実行され
てもよい。また、本明細書においてシステムとは、複数の装置の論理的集合構成であり、
各構成の装置が同一筐体内にあるものには限らない。
【産業上の利用可能性】
【０１２６】
　以上、説明したように、本発明の一実施例の構成では、画像に含まれる顔領域、目鼻口
などの顔構成部位を検出し、さらに、視線判別部が目鼻口の検出された顔画像の視線判別
処理を実行する。視線判別処理は、（ａ）視線がカメラ方向を向いているポジティブ状態
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、（ｂ）視線がカメラ方向を向いていないネガティブ状態、上記（ａ），（ｂ）の２状態
のいずれであるかを、（ａ），（ｂ）各状態に対応する分類データからなる学習データを
格納した視線判別辞書を利用して行う。具体的には、画像の特定位置の画素ペアの差分値
を比較照合データとして利用するＰｉｘＤｉｆアルゴリズムを適用して視線判別処理を行
う。本構成によれば、視線がカメラ方向を向いているかいないかの２つの状態判別という
明確な区分による視線判別であり、判別処理の精度が高く、また判別結果の利用価値も高
い構成が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明に係る情報処理装置の実行する処理の概要について説明する図である。
【図２】本発明の一実施例の情報処理装置の構成および処理について説明する図である。
【図３】本発明の一実施例の情報処理装置において適用可能なマスク設定例について説明
する図である。
【図４】本発明の一実施例の情報処理装置において実行する視線判別結果の評価データに
ついて説明する図である。
【図５】本発明の一実施例の情報処理装置において実行する視線判別処理のシーケンスを
説明するフローチャートを示す図である。
【図６】本発明の視線判別処理を画像音声認識システムに応用した処理シーケンスを説明
するフローチャートを示す図である。
【図７】本発明の視線判別処理を撮像装置に応用した処理シーケンスを説明するフローチ
ャートを示す図である。
【図８】本発明の視線判別処理を画像データ管理システムに応用した処理シーケンスを説
明するフローチャートを示す図である。
【図９】本発明の視線判別処理を撮像装置に応用した処理シーケンスを説明するフローチ
ャートを示す図である。
【図１０】本発明の視線判別処理をデータ検索装置に応用した場合の構成および処理につ
いて説明する図である。
【図１１】本発明の視線判別処理を動画データ管理装に応用した場合の構成および処理に
ついて説明する図である。
【図１２】本発明の情報処理装置の一構成例としての撮像装置のハードウェア構成例につ
いて説明する図である。
【図１３】本発明の情報処理装置の一構成例としてのＰＣのハードウェア構成例について
説明する図である。
【符号の説明】
【０１２８】
　１００　情報処理装置
　１０１　顔検出部
　１０２　目鼻口検出部
　１０３　画像処理部
　１０４　視線判別部
　１１１　回転補正処理部
　１１２　顔サイズ正規化処理部
　１１３　顔領域切り出し部
　１２１　顔検出辞書
　１２２　目鼻口検出辞書
　１２３　視線判別辞書
　３１１　入力部
　３１２　検索部
　３１３　データベース
　３１４　視線検出部
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　３１５　表示部
　３２１　入力部
　３２２　視線検出部
　３２３　データベース
　３２４　入力部
　３２５　検索部
　３２６　表示部
　４１１　入力部
　４１２　視線検出部
　４１３　記憶部
　４２１　入力部
　４２２　視線検出部
　４２３　ファイル作成部
　４２４　記憶部
　５００　撮像装置
　５０１　撮像部
　５０２　アナログ信号処理部
　５０３　Ａ／Ｄ変換部
　５０４　デジタル信号処理部
　５０５　視線検出部
　５１０　制御部
　５１１　操作部
　５１２　メモリ
　５１５　記録デバイス
　５１６　ビューファインダ
　５１７　モニタ
　５２０　メモリ（ＲＯＭ）
　５２１　メモリ（ＲＡＭ）
　７０１　ＣＰＵ
　７０２　ＲＯＭ
　７０３　ＲＡＭ
　７０４　バス
　７０５　入出力インタフェース
　７０６　入力部
　７０７　出力部
　７０８　記憶部
　７０９　通信部
　７１０　ドライブ
　７１１　リムーバブルメディア



(25) JP 2009-59257 A 2009.3.19

【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(26) JP 2009-59257 A 2009.3.19

【図６】 【図７】
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【図１２】 【図１３】
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